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番号 事業名 

新
規
事

業 

基本 
方針 

１ ２ ３ 

市街地
の整備
改善のた
めの事業 

01 市道 3 号道路改良事業  ○ ○  

02 市道 3 号歩道整備事業  ○ ○  

03 
中央北地区特定土地区画整理事業（土地区画整

理、道路整備） 

 
○ ○  

04 都市計画道路火打滝山線東側歩道拡幅事業 ○ ○ ○  

05 都市計画道路せせらぎ遊歩道整備事業 ○ ○ ○  

06 中央公園整備事業 ○ ○ ○ ○ 

07 （仮称）キセラ川西商業複合施設整備事業 ○ ○ ○  

44 藤ノ木さんかく広場整備・運営事業 ○ ○  ○ 

都市福
利施設を
整備する
事業 

08 （仮称）川西市低炭素型複合施設整備事業  ○ ○ ○ 

06 中央公園整備事業（再掲） ○ ○ ○ ○ 

09 子育て支援事業   ○  

10 ファミリーサポートセンター運営事業   ○  

居住促
進のため
の事業 

11 キセラ川西マンション建設事業   ○  

12 サービス付高齢者向け住宅施設整備事業 ○  ○  

03 中央北地区特定土地区画整理事業（再掲）  ○ ○  

07 （仮称）キセラ川西商業複合施設整備事業（再掲） ○ ○ ○  

13 川西能勢口駅東地区の再生整備事業    ○ 

商業活
性化のた
めの事業 

14 タウンマネージャー事業  ○  ○ 

15 猪名川花火大会  ○   

16 みつなかオペラ  ○   

17 アーティストオーディション  ○   

18 川西まつり  ○  ○ 

13 川西能勢口駅東地区の再生整備事業（再掲）  ○   

19 生涯学習短期大学レフネック運営事業  ○   

20 図書館運営事業  ○   

21 子どもの読書活動推進事業  ○   

22 金太郎プロジェクト  ○   

23 源氏まつりイベント  ○   

24 川西寄席 桂米朝一門会  ○   

25 川西こころ街シリーズ  ○   

26 ベストクラシックス  ○   

27 市民合唱とオーケストラ シリーズ  ○   

28 大蔵流 茂山狂言 新春川西講演  ○   

29 ブラス・フェスタ in KAWANISHI  ○   

30 0 歳から楽しめる親子のための舞台芸術  ○   

31 いちじくの即売会  ○   

32 桃の即売会  ○   

33 かわにしまるまるマルシェ  ○   

34 花と緑のアステ川西プロジェクト  ○   

35 きんたくんゼミナール  ○  ○ 

36 川西まちなか美術館  ○  ○ 

37 きんたくんバル  ○  ○ 

38 光のオブジェ展事業  ○  ○ 

39 かわにし音灯り  ○  ○ 

40 かわにし健幸マイレージ事業  ○   

41 かわにしにぎわい創出イベント事業  ○  ○ 

42 アステ川西改修事業  ○ ○  

44 藤ノ木さんかく広場整備・運営事業 ○ ○  ○ 

07 （仮称）キセラ川西商業複合施設整備事業（再掲） ○ ○ ○  
一体的な
推進のた
めの事業 

14 タウンマネージャー事業（再掲）  ○  ○ 

43 交通ネットワーク検討事業 ○ ○ ○ ○ 

 
 

活性化の基本方針 

市民活動・交流が活発な、みん

なが行きたくなる魅力あふれ

るまちをめざします 

生活関連サービスが充実した、

環境にやさしい、住みやすいま

ちをめざします 

個々の人や組織をつなぎ、多様

な取り組みを通じて活性化を

図ります 

基本方針① 基本方針② 基本方針③ 

テーマ 

活性化の目標 

計画期間：平成 27 年 4 月～平成 32 年 3 月 

区域面積：約 80ha 

目標達成のための４４事業 

 

 

目標 71,727 人/日 
【基準値 67,830 人/日・H26 年度】 

目標 2.42 時間［145 分］ 
【基準値 2.04 時間［122 分］・H26 年度】 

目標 106 人/年・H27～31 年度平均 
【基準値 平均 4 人/年・Ｈ21～24 年度】 

目標 540 億円 
【基準値 490 億円・H25 年度推計値】 

◎歩行者・自転車通行量（休日） 

◎来街者の平均滞留時間 

◎人口の社会増減 

◎年間商品販売額（小売業） 

目標① 

 

目標② 

 

２つの目標に共通する参考指標 

にぎわいを把握する指標として、

「歩行者・自転車通行量（休日）」

を前基本計画に引き続き設定す

る。 

まちにどの程度滞留しているかを

把握する指標として、「来街者の平

均滞留時間」を設定する。 

商業の状況を把握する参考指標と

して「年間商品販売額（小売業）」

を設定する。 

中心市街地への新規居住の状況を

把握する指標として「人口の社会

増減」を設定する。 

 


